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 5－4、 10－7Ⅱ、 14－2
⑵ 現実光景の中で夢想している人物の様子を表現するモチー
フを主に描く段：


















 6－2、 8－2、 10－3、 11－4、 19－3
―②現実の光景と夢想する人が眠っている（うつらうつらする）光
景と夢の情景の内容が連続する段：




























































































































































































       Ⅱ：来迎聖衆・教懐と惟範と水汲み僧
11－1Ⅰ： 恵暁と閻魔王と閻魔王宮冥官・罪人たち











       Ⅱ： 尊遍と大鹿
15－5 ： 僧
16－2Ⅰ： 大鹿2頭




















































































































































































































⑸－②  1－3、 12－5、 15－3、 15－5、 16－2Ⅰ Ⅱ
1－3 ： 吉兼の夢―山による区分
夢―竹林上貴女と吉兼―夜具刀侍女侍犬の最小限の状況物
上方から見下ろす。霞に包まれる。やや暗いトー ン。
現実―普請場面－道具・材料など多くのもの　大きく正面視で。
霞なし。明快な色彩。
12－5 ： 恩覚の夢－屋根による区分
夢―宝殿正面扉開く赤緑白黄色彩豊か。近づいた視点。
現実―遠い視点から中央部に小さく恩覚。多層の八幡社殿。色
彩が限られる。
42
に抑えられていた。つぎに、屋根・天井・建具類を取り除き、時に
は、長押うえの小壁まで省略されていた。建築物は枠だけで、そ
の意味を象徴的にしか示していない。室内には家具の類がな
い。必要なものだけが描かれている。戸外でも、開け拡げの空間
にその場を特定できる必要最小限のものが描き込まれているだ
けである。
　ここに、絵画作者隆兼の夢を見ることに対する考え方がみら
れる。まずは、夢には限られた人しか登場しないことである。次に
人物の行動が、よくみえることだ。家の中であろうと、外であろうと、
はっきりみえることである。人物の行動に意識が集中しているから
である。また、夢の中では、建物や障害物は苦もなく通り抜けられ
ることを体験していたのであろう。だから、家という建物の枠だけ
が描かれたのであろう。しかし、見えるものは限定される。だから、
最小限のものだけがモチ フーとなって描き込まれたのである。
　色彩の問題は、夢の内容や種類と関わるのであろう。嬉しい
夢、よい夢は、明快に色付けされる。しかし、恐ろしい夢や、何とか
助かった夢、明神の怒りに触れた夢は色調が鈍い。今でこそ、夢
の情景は意識によるものであると考えられている。しかし当時は、
やはり神の見せるものと考えられていたのかもしれない。
　また、視点の変化は、連続画面における場面転換の絵巻の常
套手段である。しかしそれだけではなく、登場人物に対する思い
入れや神の加護のありようによる変化も考えるべきではあろう。
　夢の情景の絵画化に関しては、検討すべき事項があるが、今
後の課題としたい。
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 夢を見る主体の問題で分類するものである。
挿回註
 「春日権現験記絵巻」の図版は、すべて『続日本絵巻大
成』の図版より複写したものである。
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